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道
遊
の
割
戸
を
は
さ
む
右
沢
と
左
沢
が

宗
徳
町
で
合
流
し
、
相
川
の
市
街
地
を
流

れ
る
濁
川
。
慶
長
年
間
、
相
川
金
銀
山
が

開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、
鮎
が
棲
む
ほ
ど
の

清
流
だ
っ
た
の
で
鮎
川
と
呼
ば
れ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。
『
佐
渡
古
実
略
記
』
に
よ

れ
ば
、
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
金
銀
山

か
ら
の
濁
り
水
に
よ
っ
て
鮎
が
絶
え
、
濁

川
に
改
ま
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
、
濁
川
は
「
北
沢
ヨ
リ
曲
流
シ

テ
、
坂
下
町
・
紙
屋
町
ヲ
横
二
流
レ
、
大

間
・
柴
町
‐
今
、
夜
番
所
其
溝
也
‐
ノ

境
へ
出
テ
海
ニ
入
リ
ヌ
（
『
佐
渡
名
勝

志
』
）
」
と
あ
り
、
北
側
に
大
き
く
湾
曲

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
大
水
に
な
る
と
た
び
た
び
両
岸
に
濁

流
が
あ
ふ
れ
、
人
家
が
浸
水
し
た
た
め
、

公
費
に
よ
る
普
請
で
河
川
を
直
線
に
改
修

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
川
底
に
石
畳
を
敷

き
、
両
岸
も
石
垣
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
紙
屋
町
へ
渡
る
場
所
に
は
、
太
鼓

形
の
板
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

弘
化
４
年
（
１
８
４
７
年
）
相
川
を
訪

れ
た
松
浦
武
四
郎
（
江
戸
後
期
の
北
方
探

検
家
、
北
海
道
の
名
付
け
親
）
は
、
「
両

岸
切
石
に
て
畳
（
た
た
）
め
り
、
故
に
其

見
事
な
る
事
筆
に
つ
く
し
が
た
し
」
と
、

そ
の
日
記
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
世
界
遺
産
推
進
課
で
は
、
相
川

の
文
化
的
景
観
保
存
対
策
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
こ
の
欄
で
は
、
近
世
の
絵
図

を
通
し
て
、
相
川
の
景
観
が
ど
の
よ
う
に

成
り
立
っ
て
い
っ
た
の
か
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

◆�

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
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絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑴  

―
相
川
の
濁
川
―

　
「
住
所
も
氏
名
も
知
ら
な
い
人
や
会
社

か
ら
、
頼
ん
だ
覚
え
の
な
い
荷
物
が
届

い
た
」「
不
審
な
郵
便
物
等
が
届
い
た
が
、

ど
う
対
処
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
相
談
が
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
受
取
拒

絶
と
い
う
方
法
を
用
い
る
と
、
比
較
的
簡

単
に
不
要
な
郵
便
物
や
荷
物
を
相
手
方
に

返
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
受
取
拒
絶
」
の
方
法

・�

配
達
時
に
そ
の
場
で
、
配
達
担
当
者
に

「
必
要
な
い
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
る
の
が
最
も
確
実
な
方
法

で
す
。

・�

宅
配
業
者
に
よ
っ
て
、
受
取
拒
絶
の
方

法
が
異
な
り
ま
す
。
郵
便
局
、
宅
配
業

者
ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
便
物
・
ゆ
う
メ
ー
ル
は
最
寄
り
の
郵
便
局
、

宅
配
便
は
送
り
状
に
記
載
さ
れ
た
宅
配
業
者
、

メ
ー
ル
便
は
送
り
状
の
バ
ー
コ
ー
ド
付
近
に
記

載
さ
れ
た
問
い
合
わ
せ
先
で
す
。

・�

受
取
拒
絶
の
手
続
き
は
、
料
金
も
手
数

料
も
不
要
で
す
。
自
宅
ま
で
回
収
に
来

て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

・�「
代
金
引
換
」「
料
金
着
払
」
の
場
合
も
、

受
取
拒
絶
で
き
ま
す
。

注
意
点

●�

開
封
す
る
と
、
受
取
拒
絶
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
封
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
特
に
郵
便
物
・
ゆ

う
メ
ー
ル
は
、
開
封
し
た
後
で
は
受
取

拒
絶
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

す
み
や
か
に
（
荷
物
が
届
い
た
当
日
ま

た
は
翌
日
）、
受
取
拒
絶
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

代
金
引
換
の
代
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う

と
、
受
取
拒
絶
が
で
き
な
い
、
ま
た
は

代
金
が
返
金
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
確
認
し
て
か
ら
支
払
い
ま

し
ょ
う
。

●�

届
く
予
定
の
荷
物
が
あ
れ
ば
「
差
出
人
、

品
名
、
金
額
」
等
を
家
族
に
伝
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●�

家
族
あ
て
の
荷
物
は
、
受
け
取
る
前
に

本
人
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

受
取
拒
絶
が
で
き
な
く
て
も
、ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
等
の
方
法
で
返
品
す
る
こ
と
が
可

能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。早
め
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
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生活情報
　　さど

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

不
審
な
郵
便
物
や
荷
物
は

　
　
　
　
　
　
　
　「
受
取
拒
絶
」！

昭和初期頃の濁川の風景

江戸時代中期の相川町絵図
まっすぐ流れる濁川（絵図中央）。
近世初期には絵図左手の大間口
に曲がっていた。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て


